
県政さわやかタウンミーティング

西部健康福祉センター技監

主催者 部局 健康福祉部 所属 西部健康福祉センター衛生薬務課

開催日時 令和7年05月22日 (木)　13時30分～15時25分

会場 袋井市中部学校給食センター2階 ()

名称 県政さわやかタウンミーティング 

テーマ 「食の安全」について

開催目的 食の安全確保について、県民と双方向の意見交換を行い、県民の意見を食品安全行政に反映させ
る。

参加者
袋井市内小中学校ＰＴＡ役員

小学生未満
小学生
中学生

高校生
大学生
一般

特別支援学校生

その他（小中学校教諭）

 15人 男  4人 女 11人

対応者 西部健康福祉センター技監

開 　催 　結 　果 　概 　要

開催方法
(方法・次第等
概要)

静岡県の施策「しずおか食の安全推進のためのアクションプラン」について説明後、意見交換を実
施。

意見件数 3件（担当事業 3件、担当事業外 0件） 発言者数 3人

意見概要 1.営業者への衛生指導に努めて欲しい2.ＨＰの存在を知らなかった、もっと周知して方が良い3.一
般消費者には少し専門的な内容であった。

施策への
反映の方向性

食の安全安心対策、食品衛生管理及び食品表示等について、食品関連事業者だけでなく一般県民へ
の情報発信に努める。



県政さわやかタウンミーティング

静岡がんセンター総長

主催者 部局 がんセンター局 所属 県立静岡がんセンター経営努力室

開催日時 令和7年07月12日 (土)　13時～15時

会場 三島市民文化会館　小ホール ()

名称 県政さわやかタウンミーティング 静岡がんセンター公開講座2025

テーマ 知ろう、一緒に。がん医療の今

開催目的 正しいがん情報及び最新のがん治療についての情報発信

参加者
一般

小学生未満
小学生
中学生

高校生
大学生
一般

特別支援学校生

その他（）

503人 男  0人 女  0人

対応者 静岡がんセンター総長
静岡がんセンター頭頸部外科部長

開 　催 　結 　果 　概 　要

開催方法
(方法・次第等
概要)

会場及びWEB配信によるハイブリッド形式
『静岡がんセンター公開講座2025 知ろう、一緒に。がん医療の今 第１回』
・第１部　生活の中からがんを予防する～必要な知識と心構え～
・第２部　がん治療のさまざまな領域～頭頸部がんというがん～
・第３部　がんとお金～いざという時のお金の準備～＆質疑応答等

意見件数 4件（担当事業 4件、担当事業外 0件） 発言者数 4人

意見概要 ・甲状腺がんの治療は、ロボット支援手術で行っているのですか？
・甲状腺の手術の場合、どれくらいの割合が一般的な切開手術で、どれくらいの割合で内視鏡手術
が行われているのですか？
・甲状腺手術の通常の切開の手術の場合、結構傷跡が大きくなるが、傷のことを考えると内視鏡手
術の方がよいと思うが、なかなかやっているところが少ないのは、どのような理由からですか？
・声帯を取ってしまう喉頭の全摘手術は、がんセンターでは年間何件くらい行っていますか？

施策への
反映の方向性

次回公開講座での情報発信や、今後の広報業務の参考とする。



県政さわやかタウンミーティング

福祉長寿局長

主催者 部局 健康福祉部 所属 福祉長寿局福祉指導課

開催日時 令和7年08月26日 (火)　13時15分～15時15分

会場 静岡県総合社会福祉会館 ()

名称 県政さわやかタウンミーティング 

テーマ 老人福祉施設の運営における諸課題等について

開催目的 老人福祉施策の参考にするため

参加者
静岡県老人福祉施設協議会

小学生未満
小学生
中学生

高校生
大学生
一般

特別支援学校生

その他（）

 22人 男  0人 女  0人

対応者 福祉長寿局長
地域福祉課長
福祉長寿政策課長
介護保険課長
福祉指導課長

開 　催 　結 　果 　概 　要

開催方法
(方法・次第等
概要)

参加者が一同に集まり意見交換を実施

意見件数 11件（担当事業 11件、担当事業外 0件） 発言者数 19人

意見概要 1.　物価高騰への対応について
2.　介護人材の確保･養成･定着に向けた取組について
3.　福祉施設での生産性向上の推進について
4.　福祉施設の老朽化への対応について
5.　防災対策の充実･強化について
6.　感染症への対応について
7.　特別養護老人ホームの運営について
8.　養護老人ホームの運営について
9.　軽費老人ホームの運営について
10.　在宅サービス事業の運営について
11.　厚生労働省への介護保険制度変更要望について
　

施策への
反映の方向性

意見は介護保険制度等に関するものであり、関係団体とも協議の上、県で検討すべき案件は検討
し、国に改善を要望すべき案件は要望していく。



県政さわやかタウンミーティング

看護専門学校長

主催者 部局 健康福祉部 所属 看護専門学校総務課

開催日時 令和7年08月27日 (水)　14時～14時30分

会場 静岡官立看護専門学校 ()

名称 県政さわやかタウンミーティング 

テーマ 看護専門学校に関する意見交換会

開催目的 学生の保護者から本校に関する意見を聴取し、今後の学校運営の参考にする。

参加者
静岡県立看護専門学校後援会理事会

小学生未満
小学生
中学生

高校生
大学生
一般

特別支援学校生

その他（保護者）

  6人 男  0人 女  6人

対応者 看護専門学校長
看護専門学校副校長

開 　催 　結 　果 　概 　要

開催方法
(方法・次第等
概要)

本校後援会の第１回理事会終了後、同メンバーで引き続き意見交換を実施した。出席した在校生の
保護者（後援会理事）に対し学生の近況等を説明した上で意見交換を行った。

意見件数 2件（担当事業 0件、担当事業外 0件） 発言者数 6人

意見概要 「校内試験での答案用紙の取扱いについて」…答案用紙が学生に返却されず、回収されたままのた
めどこを間違えたかわからず困惑する学生もいる。
「学生の言葉遣いについて」…学生は実習などで外部の方とコミュニケーションをとる機会が多い
が、相手に応じた言葉遣いが必ずしもできていないようである。家庭での対応も難しい。

施策への
反映の方向性

保護者から率直な意見や家庭での学生の状況などを聴くことができた。今後の学生への支援や指導
の参考とする。



県政さわやかタウンミーティング

静岡がんセンター副院長

主催者 部局 がんセンター局 所属 県立静岡がんセンター経営努力室

開催日時 令和7年08月30日 (土)　13時～15時

会場 三島市民文化会館　小ホール ()

名称 県政さわやかタウンミーティング 静岡がんセンター公開講座2025

テーマ 知ろう、一緒に。がん医療の今 特別企画「10代から知っておきたいがんのお話」

開催目的 正しいがん情報及び最新のがん治療についての情報発信

参加者
一般

小学生未満
小学生
中学生

高校生
大学生
一般

特別支援学校生

その他（）

461人 男  0人 女  0人

対応者 静岡がんセンター副院長
静岡がんセンター薬剤部長
静岡がんセンター婦人科部長
静岡がんセンター脳神経外科診療部長
静岡がんセンター総長

開 　催 　結 　果 　概 　要

開催方法
(方法・次第等
概要)

会場及びWEB配信によるハイブリッド形式
『静岡がんセンター公開講座2025 知ろう、一緒に。がん医療の今 第２回　特別企画「10代から
知っておきたいがんのお話」』
・１時限目　がんはどうしてできる?胃がんの診断と治療法
・２時限目　抗がん剤ってどんな薬?
・３時限目　チャイルド・ライフ・スペシャリストの仕事
・放課後　質疑応答＆タウンミーティング＆医療機器体験

意見件数 5件（担当事業 5件、担当事業外 0件） 発言者数 5人

意見概要 ・チャイルドライフスペシャリストになるための、具体的な方法を教えてください。
・胃がんは、早期発見が大事だということが講義にありましたが、テレビCMやタクシーの広告で
も、尿や血液を使って、がんの検診ができる、というメッセージを見かけます。そのようなもの
は、先生方にとっては、どれくらい信用されているのか、また、その検診を受けて要検査になった
場合、がんセンターでは、診断や相談にのってもらえるのか？

施策への
反映の方向性

次回公開講座での情報発信や、今後の広報業務の参考とする。



県政さわやかタウンミーティング

健康福祉部生活衛生局衛生課長

主催者 部局 健康福祉部 所属 生活衛生局衛生課

開催日時 令和7年09月09日 (火)　10時～11時

会場 東伊豆町保健福祉センター ()

名称 県政さわやかタウンミーティング 

テーマ 食の安全確保に向けた取組に関する意見交換会

開催目的 県の食の安全性確保に向けた取組を説明、情報提供するとともに、食の安全について県民との意見
交換を行い、相互理解を深める。

参加者
東伊豆町健康づくり食生活推進員

小学生未満
小学生
中学生

高校生
大学生
一般

特別支援学校生

その他（）

 23人 男  0人 女 23人

対応者 健康福祉部生活衛生局衛生課長

開 　催 　結 　果 　概 　要

開催方法
(方法・次第等
概要)

１開会挨拶
２施策説明
（１）静岡県の食の安全確保に向けた取組みについて
　「静岡食の安全推進のためのアクションプラン」
（２）「食育の推進」について
（３）「食品表示の適正化に向けた取組み」について
３質疑・意見交換
４閉会　

意見件数 4件（担当事業 2件、担当事業外 2件） 発言者数 4人

意見概要 ・食品表示について
・小学校等での食育活動について

施策への
反映の方向性

県庁職員が出向いての施策説明、意見交換に高評価を得たため、引き続き、食に関心を持つ世代、
団体等に対し、食に関する正しい知識の普及、意見交換を行っていく



県政さわやかタウンミーティング

静岡がんセンター脳神経外科診療部長

主催者 部局 がんセンター局 所属 県立静岡がんセンター経営努力室

開催日時 令和7年09月27日 (土)　13時～15時

会場 三島市民文化会館 小ホール ()

名称 県政さわやかタウンミーティング 静岡がんセンター公開講座2025

テーマ 知ろう、一緒に。がん医療の今

開催目的 正しいがん情報及び最新のがん治療についての情報発信

参加者
一般

小学生未満
小学生
中学生

高校生
大学生
一般

特別支援学校生

その他（）

336人 男  0人 女  0人

対応者 静岡がんセンター脳神経外科診療部長
静岡がんセンター婦人科部長
静岡がんセンター総長

開 　催 　結 　果 　概 　要

開催方法
(方法・次第等
概要)

会場及びWEB配信によるハイブリッド形式
『静岡がんセンター公開講座2025 知ろう、一緒に。がん医療の今 第３回』
・第１部　もし脳腫瘍があると診断されたらどうしますか？　～脳腫瘍の最先端治療～ 
・第２部　子宮頸がん・子宮体がんの治療最前線2025 
・第３部　ミニレクチャー＆質疑応答＆タウンミーティング 

意見件数 4件（担当事業 4件、担当事業外 0件） 発言者数 4人

意見概要 ・脳覚醒下手術中の痛みのコントロールはどのようにしていますか？
・子宮頸がんワクチンの有効期間は？　遅めに打てば、その分、効果継続期間が遅くなるのではな
いかと思うのですが。
・小児患者の脳腫瘍の治療実績について教えてください。
・HPVワクチンと神経運動障害の因果関係について教えてください。因果関係はないとされている
が、それは日本だけの話。メリットデメリットを教えてほしい。

施策への
反映の方向性

次回公開講座での情報発信や、今後の広報業務の参考とする。



県政さわやかタウンミーティング

健康福祉部生活衛生局衛生課技監

主催者 部局 健康福祉部 所属 生活衛生局衛生課

開催日時 令和7年10月08日 (水)　13時30分～15時30分

会場 伊東市役所 ()

名称 県政さわやかタウンミーティング 動物愛護ボランティア意見交換会

テーマ 静岡県動物愛護推進計画（2021）の取組、静岡県動物愛護センターについて

開催目的 県の動物愛護に関する施策について意見交換を行い、よりよい施策につなげる

参加者
動物愛護

小学生未満
小学生
中学生

高校生
大学生
一般

特別支援学校生

その他（動物愛護ボランティア）

 11人 男  4人 女  7人

対応者 健康福祉部生活衛生局衛生課技監

開 　催 　結 　果 　概 　要

開催方法
(方法・次第等
概要)

静岡県動物愛護管理推進計画（2021）の取組、静岡県動物愛護センターの整備及び動物愛護条例改
正について県が講演後、動物ボランティアの活動報告及び意見交換会を実施

意見件数 9件（担当事業 9件、担当事業外 0件） 発言者数 9人

意見概要 ・動物愛護週間の広報にもっと力を入れてほしい
・地域猫に向けた活動について、地域住民に理解が得られるような対策をしてほしい
・福祉と保健所がスムーズに連携できるようにしてほしい
・ボランティアが情報共有できる場所、手段がほしい

施策への
反映の方向性

事例等も含め、今後の意見交換会、研修等あらゆる機会をとらえて情報提供する



県政さわやかタウンミーティング

健康福祉部生活衛生局衛生課長

主催者 部局 健康福祉部 所属 生活衛生局衛生課

開催日時 令和7年10月08日 (水)　15時～16時

会場 中島屋グランドホテル ()

名称 県政さわやかタウンミーティング 

テーマ 食の安全確保に向けた取組に関する意見交換会

開催目的 県の食の安全性確保に向けた取組を説明、情報提供するとともに、食の安全について関係団体・県
民との意見交換を行い、相互理解を深める。

参加者
（一社）静岡県食品衛生協会

小学生未満
小学生
中学生

高校生
大学生
一般

特別支援学校生

その他（）

 24人 男 22人 女  2人

対応者 健康福祉部生活衛生局衛生課長

開 　催 　結 　果 　概 　要

開催方法
(方法・次第等
概要)

１開会挨拶
２施策説明
　静岡県の食の安全確保に向けた取組みについて
　「静岡食の安全推進のためのアクションプラン」
３質疑・意見交換
４閉会　

意見件数 3件（担当事業 2件、担当事業外 1件） 発言者数 3人

意見概要 ・従事者の検便について
・生牡蠣のノロウイルス食中毒について
・頂（いただき）食セレクションについて

施策への
反映の方向性

県庁職員が出向いて、対面により施策説明、意見交換を行うことにより、食に関わる団体からの率
直な意見を聴取し、県の施策の方向性や現場指導のあり方についての検討材料とする。



県政さわやかタウンミーティング

健康福祉部生活衛生局衛生課技監

主催者 部局 健康福祉部 所属 生活衛生局衛生課

開催日時 令和7年10月17日 (金)　13時30分～15時30分

会場 富士総合庁舎２０１会議室 ()

名称 県政さわやかタウンミーティング 

テーマ 静岡県動物愛護推進計画（2021）の取組、静岡県動物愛護センターについて

開催目的 県の動物愛護に関する施策について意見交換を行い、よりよい施策につなげる

参加者
動物愛護

小学生未満
小学生
中学生

高校生
大学生
一般

特別支援学校生

その他（動物愛護ボランティア）

 20人 男  4人 女 16人

対応者 健康福祉部生活衛生局衛生課技監

開 　催 　結 　果 　概 　要

開催方法
(方法・次第等
概要)

静岡県動物愛護管理推進計画（2021）の取組、静岡県動物愛護センターの整備及び動物愛護条例改
正について県が講演後、動物ボランティアの活動報告及び意見交換会を実施

意見件数 8件（担当事業 0件、担当事業外 0件） 発言者数 8人

意見概要 ・日本レスキュー協会レスキュードッグという団体は、災害時にプレハブやトレーラーハウスの無
償貸出しをするので、静岡県で是非利用できるようにしてほしい。
・TNR活動により飼い主のいない猫が減れば、災害で犠牲になる猫が減るので、TNR活動が災害対策
になる。他地域で活動しているので、富士市でTNR活動をしているボランティアとつながりたい。
・猫の保護について、保健所等に連絡しても何もしてくれなかったと聞くことが多い。行政で対応
できないことは分かったが、それならボランティアにつないでほしい。
・飼い主のいない猫対策に関する条例改正について、条例化自体は賛成だが、地域への合意形成
は、地域性があるので、県の条例で県全体を規制するのは難しい。
・TNR活動後、エサや水が放置され苦情が来たケースがある。TNR後の活動（片付けなど）の活動を
PRし、最後まで正しくやりきってほしい。
・動物愛護センターの予算について、クラウドファンディングを活用したらどうか。
・自分の犬猫を最後まで飼うことを飼い主に啓発することが大事なので、愛護センターで教育に力
を入れてほしい。
・動物愛護センターとボランティアが緩やかにつながって、言いたいことが言える関係、協力関係
を作れるといいと思う。
・TNRという言葉の意味が分からず、保護猫の団体や活動内容も知らないので、もっとPRしても
らった方が良いと思う。

施策への
反映の方向性

事例等も含め、今後の意見交換会、研修等あらゆる機会をとらえて情報提供する



県政さわやかタウンミーティング

静岡がんセンター乳腺外科副部長

主催者 部局 がんセンター局 所属 県立静岡がんセンター経営努力室

開催日時 令和7年10月18日 (土)　13時～15時

会場 三島市民文化会館　小ホール ()

名称 県政さわやかタウンミーティング 静岡がんセンター公開講座2025

テーマ 知ろう、一緒に。がん医療の今

開催目的 正しいがん情報及び最新のがん治療についての情報発信

参加者
一般

小学生未満
小学生
中学生

高校生
大学生
一般

特別支援学校生

その他（）

382人 男  0人 女  0人

対応者 静岡がんセンター乳腺外科副部長
静岡がんセンター内分泌・代謝内科部長
静岡がんセンター総長

開 　催 　結 　果 　概 　要

開催方法
(方法・次第等
概要)

会場及びWEB配信によるハイブリッド形式
『静岡がんセンター公開講座2025 知ろう、一緒に。がん医療の今 第４回』
・第１部　乳がんの検査と治療 
・第２部　がんと糖尿病　～がんに罹っても糖尿病と上手に付き合うには～ 
・第３部　ミニレクチャー＆質疑応答＆タウンミーティング 

意見件数 2件（担当事業 2件、担当事業外 0件） 発言者数 2人

意見概要 ・乳がんのトリプルネガティブで10ヶ月前くらいに手術、術前の抗がん剤で再生不良性貧血とな
り、末梢神経障害もある。造影剤をしたところ、右肺に疑いがあるため精査するところ。再発予防
するための薬はあるか？キイトルーダは適用対象ですか？
・3年前に乳がんの部分切除を行った。薬物療法の治療中だが、コレステロール値があがってきて
いる。医師から、コレステロール値があがってきてそのために死ぬ方が多いと聞いた。コレステ
ロール値を下げるには処方されている薬のみですか？

施策への
反映の方向性

次回公開講座での情報発信や、今後の広報業務の参考とする。



県政さわやかタウンミーティング

静岡県女性相談支援センター所長

主催者 部局 健康福祉部 所属 女性相談支援センター

開催日時 令和7年10月27日 (月)　14時～15時30分

会場 あざれあ ()

名称 県政さわやかタウンミーティング 

テーマ 女性自立支援事業に係る意見交換会

開催目的 静岡県による女性相談支援事業に関わる県庁所轄課・機関と委託先との情報交換及び情報共有を図
り、より効果的な女性相談支援事業のあり方を考える。

参加者

対応者 静岡県女性相談支援センター所長

開 　催 　結 　果 　概 　要

開催方法
(方法・次第等
概要)

1.委託業務について　2.協議・意見交換

意見件数 38件（担当事業 0件、担当事業外 0件） 発言者数 10人

意見概要 各施設の対応状況が共有されるとともに、様々な意見が交わされた。

施策への
反映の方向性

各委託先の事情をふまえつつ今後の対応を検討し、支援の環境をより良くする方法を探っていく。



県政さわやかタウンミーティング

健康福祉部生活衛生局衛生課長

主催者 部局 健康福祉部 所属 生活衛生局衛生課

開催日時 令和7年10月31日 (金)　10時～11時

会場 島田市保健福祉センター ()

名称 県政さわやかタウンミーティング 

テーマ 食の安全確保に向けた取組に関する意見交換会

開催目的 県の食の安全性確保に向けた取組を説明、情報提供するとともに、食の安全について県民との意見
交換を行い、相互理解を深める。

参加者
島田市食生活推進協議会会員

小学生未満
小学生
中学生

高校生
大学生
一般

特別支援学校生

その他（）

 18人 男  0人 女 18人

対応者 健康福祉部生活衛生局衛生課長

開 　催 　結 　果 　概 　要

開催方法
(方法・次第等
概要)

１開会挨拶
２施策説明
（１）静岡県の食の安全確保に向けた取組みについて
　「静岡食の安全推進のためのアクションプラン」
（２）「農産物の持続可能性と安全性確保の取組」について
（３）「食品表示の適正化に向けた取組み」について
３質疑・意見交換
４閉会　

意見件数 7件（担当事業 3件、担当事業外 4件） 発言者数 6人

意見概要 ・直売所等の農産物の検査について　・輸入食品・農産物の安全性について　
・耕作放棄地への県の対応について　・ジビエ（野生動物の肉）の安全性について等

施策への
反映の方向性

県庁職員が出向いての施策説明、意見交換を行うことで、食に関する正しい知識の普及に加え、県
民の関心の高い内容を把握することができた。今後の県からの情報提供や県民・事業者に対する講
習会等で、関心の高い分野を取り上げるなど、施策・事業に反映させていくとともに、引き続き、
食に関心を持つ世代、団体等に対し、食に関する正しい知識の普及、意見交換を行っていく



県政さわやかタウンミーティング

健康福祉部生活衛生局衛生課技監

主催者 部局 健康福祉部 所属 生活衛生局衛生課

開催日時 令和7年11月05日 (水)　13時30分～15時30分

会場 中遠総合庁舎 ()

名称 県政さわやかタウンミーティング 動物愛護ボランティア意見交換会

テーマ 静岡県動物愛護推進計画（2021）の取組、静岡県動物愛護センターについて

開催目的 県の動物愛護に関する施策について意見交換を行い、よりよい施策につなげる

参加者
動物愛護

小学生未満
小学生
中学生

高校生
大学生
一般

特別支援学校生

その他（動物愛護ボランティア）

 22人 男  2人 女 20人

対応者 健康福祉部生活衛生局衛生課技監

開 　催 　結 　果 　概 　要

開催方法
(方法・次第等
概要)

静岡県動物愛護管理推進計画（2021）の取組、静岡県動物愛護センターの整備及び動物愛護条例改
正について県が講演後、動物ボランティアの活動報告及び意見交換会を実施

意見件数 2件（担当事業 2件、担当事業外 0件） 発言者数 2人

意見概要 ・静岡県動物の愛護及び管理に関する条例の改正について、条例内容については、地域猫活動をす
るボランティアの方等に支障のないよう、飼い主のいない猫に繰り返し給餌する者は周辺環境の保
全に努めるような概念的な条文が良い。
・条例改正について、パブリックコメントは募集の時期をボランティアに知らせて欲しい。

施策への
反映の方向性

事例等も含め、今後の意見交換会、研修等あらゆる機会をとらえて情報提供する



県政さわやかタウンミーティング

健康福祉部生活衛生局衛生課技監

主催者 部局 健康福祉部 所属 生活衛生局衛生課

開催日時 令和7年11月07日 (金)　12時45分～13時45分

会場 伊豆の国市立のぞみ幼稚園 ()

名称 県政さわやかタウンミーティング 

テーマ 食の安全確保に向けた取組に関する意見交換会

開催目的 県の食の安全性確保に向けた取組を説明、情報提供するとともに、食の安全について県民との意見
交換を行い、相互理解を深める。

参加者
園児保護者

小学生未満
小学生
中学生

高校生
大学生
一般

特別支援学校生

その他（幼稚園教諭）

  6人 男  0人 女  6人

対応者 健康福祉部生活衛生局衛生課技監

開 　催 　結 　果 　概 　要

開催方法
(方法・次第等
概要)

１開会挨拶
２施策説明
（１）静岡県の食の安全確保に向けた取組みについて
　「静岡食の安全推進のためのアクションプラン」
（２）「食育の推進」について
（３）「食品表示の適正化に向けた取組み」について
３質疑・意見交換
４閉会　

意見件数 2件（担当事業 2件、担当事業外 0件） 発言者数 2人

意見概要 ・スーパー等で販売されている生鮮食品の状態について
・開封した食品の保存と期限について

施策への
反映の方向性

県庁職員が出向いての施策説明、意見交換を行うことで、食に関する正しい知識の普及に加え、県
民の関心の高い内容を把握することができた。今後の県からの情報提供や県民・事業者に対する講
習会等で、関心の高い分野を取り上げるなど、施策・事業に反映させていくとともに、引き続き、
食に関心を持つ世代、団体等に対し、食に関する正しい知識の普及、意見交換を行っていく



県政さわやかタウンミーティング

健康福祉部生活衛生局衛生課技監

主催者 部局 健康福祉部 所属 生活衛生局衛生課

開催日時 令和7年11月11日 (火)　13時30分～15時30分

会場 東部総合庁舎 ()

名称 県政さわやかタウンミーティング 動物愛護ボランティア意見交換会

テーマ 静岡県動物愛護推進計画（2021）の取組、静岡県動物愛護センターについて

開催目的 県の動物愛護に関する施策について意見交換を行い、よりよい施策につなげる

参加者
動物愛護

小学生未満
小学生
中学生

高校生
大学生
一般

特別支援学校生

その他（動物愛護ボランティア）

 23人 男  5人 女 18人

対応者 健康福祉部生活衛生局衛生課技監

開 　催 　結 　果 　概 　要

開催方法
(方法・次第等
概要)

静岡県動物愛護管理推進計画（2021）の取組、静岡県動物愛護センターの整備及び動物愛護条例改
正について県が講演後、動物ボランティアの活動報告及び意見交換会を実施

意見件数 7件（担当事業 7件、担当事業外 0件） 発言者数 7人

意見概要 ・人と動物の共生する社会を目指して、行政や動物病院、ボランティアなどが連携できるような仕
組みを作りたい。
・静岡県動物の愛護及び管理に関する条例の改正について、TNRの必要性が分かるようにしてパブ
リックコメントを募集してほしい。
・動物愛護センターでの飼い主のいない猫の不妊去勢手術について、多くの猫を一度に手術する必
要があるので、手術する職員は技術を身につけて欲しい。

施策への
反映の方向性

事例等も含め、今後の意見交換会、研修等あらゆる機会をとらえて情報提供する



県政さわやかタウンミーティング

健康福祉部生活衛生局衛生課技監

主催者 部局 健康福祉部 所属 生活衛生局衛生課

開催日時 令和7年11月12日 (水)　13時30分～15時30分

会場 藤枝総合庁舎 ()

名称 県政さわやかタウンミーティング 

テーマ 静岡県動物愛護推進計画（2021）の取組、静岡県動物愛護センターについて

開催目的 県の動物愛護に関する施策について意見交換を行い、よりよい施策につなげる

参加者
動物愛護

小学生未満
小学生
中学生

高校生
大学生
一般

特別支援学校生

その他（動物愛護ボランティア）

 20人 男  4人 女 16人

対応者 健康福祉部生活衛生局衛生課技監

開 　催 　結 　果 　概 　要

開催方法
(方法・次第等
概要)

静岡県動物愛護管理推進計画（2021）の取組、静岡県動物愛護センターの整備及び動物愛護条例改
正について県が講演後、動物ボランティアの活動報告及び意見交換会を実施

意見件数 5件（担当事業 5件、担当事業外 0件） 発言者数 11人

意見概要 ・TNRができる施設や組織を作ってほしい。
・不妊去勢手術が、市町の予算によらずできることを期待する。
・東部地域で啓蒙活動ができることを期待している。
・ボランティアが活動しやすいように相談、手助け、指導をしてほしい。
・動物愛護センターの駐車場が少ない、研修をセンターでやるには遠すぎる。

施策への
反映の方向性

事例等も含め、今後の意見交換会、研修等あらゆる機会をとらえて情報提供する



県政さわやかタウンミーティング

健康福祉部長

主催者 部局 健康福祉部 所属 障害者支援局障害福祉課

開催日時 令和7年11月17日 (月)　13時30分～15時

会場 県庁別館９階第２特別会議室 ()

名称 県政さわやかタウンミーティング 

テーマ 身体障害福祉施策に関する意見交換

開催目的 身体障害者団体の代表者と意見交換を行い、今後の障害福祉施策の参考とする。

参加者
（社福）静岡県身体障害者福祉会外身体障害関係９団体

小学生未満
小学生
中学生

高校生
大学生
一般

特別支援学校生

その他（）

 11人 男  0人 女  0人

対応者 健康福祉部長
健康福祉部長代理
障害者支援局長
障害者政策課長
障害福祉課長

開 　催 　結 　果 　概 　要

開催方法
(方法・次第等
概要)

１　県の障害施策に関する意見、要望
２　意見交換

意見件数 30件（担当事業 15件、担当事業外 15件） 発言者数 8人

意見概要 １　改正障害者差別解消法の周知促進について
２　デフリンピックの啓発、デフスポーツの発展について
３　物価高騰への対応

施策への
反映の方向性

関係部局と連携を取りながら、国や市町への働きかけや助言を適切に行い、障害福祉施策に反映で
きるよう取り組んでいく。



県政さわやかタウンミーティング

静岡がんセンター血液・幹細胞移植科部長

主催者 部局 がんセンター局 所属 県立静岡がんセンター経営努力室

開催日時 令和7年11月23日 (日)　13時～15時

会場 プラザヴェルデ ()

名称 県政さわやかタウンミーティング 静岡がんセンター公開講座2025

テーマ 知ろう、一緒に。がん医療の今

開催目的 正しいがん情報及び最新のがん治療についての情報発信

参加者
一般

小学生未満
小学生
中学生

高校生
大学生
一般

特別支援学校生

その他（）

335人 男  0人 女  0人

対応者 静岡がんセンター血液・幹細胞移植科部長
静岡がんセンター感染症内科部長
静岡がんセンター総長

開 　催 　結 　果 　概 　要

開催方法
(方法・次第等
概要)

会場及びWEB配信によるハイブリッド形式
『静岡がんセンター公開講座2025 知ろう、一緒に。がん医療の今 第５回』
・第１部　悪性リンパ腫の診断と最新治療 
・第２部　がんと感染症～免疫と抗菌薬、そして今話題の感染症まで～ 
・第３部　ミニレクチャー＆質疑応答＆タウンミーティング 

意見件数 6件（担当事業 6件、担当事業外 0件） 発言者数 6人

意見概要 ・麻疹を発症していたかどうかを確認する方法はありますか？抗体化を調べる方法は？
・がんで治療中です。感染症に注意しなければならないことはよくわかりましたが、どのようなワ
クチンを接種すればよいですか？
・夫の父が悪性リンパ腫で高いしたところ、医師より、遺伝子解析したらよいといわれました。が
ンセンターのような最先端の病院ではなくとも、診療所で遺伝子検査を受けれるような連携体制は
ありますか？

施策への
反映の方向性

次回公開講座での情報発信や、今後の広報業務の参考とする。



県政さわやかタウンミーティング

健康福祉部生活衛生局長

主催者 部局 健康福祉部 所属 生活衛生局薬事課

開催日時 令和7年12月05日 (金)　15時30分～17時45分

会場 グランディエール　ブケトーカイ ()

名称 県政さわやかタウンミーティング 

テーマ 医薬品等の産業を支える人材確保に向けた取組と課題

開催目的 県内に製造所を有する医薬品等の製造販売業者及び製造業者で構成される静岡県製薬協会の役員と
県の役員が医薬品等の業界が抱える課題・動向について情報交換を行い、業界の発展と行政施策の
一助とする。

参加者
静岡県製薬協会

小学生未満
小学生
中学生

高校生
大学生
一般

特別支援学校生

その他（）

 31人 男 28人 女  3人

対応者 健康福祉部生活衛生局長
健康福祉部生活衛生局薬事課長

開 　催 　結 　果 　概 　要

開催方法
(方法・次第等
概要)

「県と静岡県製薬協会との懇談会」と併せて開催した。

意見件数 3件（担当事業 1件、担当事業外 2件） 発言者数 3人

意見概要 「医薬品等の産業にとって魅力ある静岡県」をメインテーマに「医薬品等の産業を支える人材確保
に向けた取組と課題」に関連する事項についての意見交換を実施
・製造管理者の後継者の人材不足は、各製薬企業が一様に抱えている問題なので、県立大学薬学生
に対するインターシップ参加の後押しをお願いしたい。
・高校生の就職先の選定には、学校の先生の影響も大きいと思うが、先生から見た薦めたい企業と
はどのような企業か。
・キャリア教育として、積極的に産学官の連携をやりたい気持ちはあるが、安全性や継続性を考え
ると踏み出しにくい部分がある。高校生をよく知っている先生と事前にしっかりと話し合い、先生
も一緒に連携の場面に参加してもらえるとやりやすい。

施策への
反映の方向性

関係部署とも情報共有し、今後の事業検討に反映させていく。



県政さわやかタウンミーティング

食肉衛生検査所管理指導課長

主催者 部局 健康福祉部 所属 食肉衛生検査所管理指導課

開催日時 令和7年12月11日 (木)　13時35分～14時15分

会場 県立磐田農業高等学校 ()

名称 県政さわやかタウンミーティング 

テーマ 食肉衛生検査所の業務及び食肉の安全性について

開催目的 食肉衛生管理や食品安全への意識向上、職業技能に関する知識を伝えることで、食の安全や将来の
職業選択について考える機会を提供するとともに、参加者と意見交換を行い、一般消費者の意見を
施策に反映させること。

参加者
県立磐田農業高等学校

小学生未満
小学生
中学生

高校生
大学生
一般

特別支援学校生

その他（）

 40人 男 20人 女 20人

対応者 食肉衛生検査所管理指導課長

開 　催 　結 　果 　概 　要

開催方法
(方法・次第等
概要)

開催方法：実地開催
次第
１　開会及び挨拶
２　座学　「食肉衛生検査所の業務紹介」
３　実習　「豚の内臓観察」
４　意見交換
５　閉会

意見件数 3件（担当事業 3件、担当事業外 0件） 発言者数 3人

意見概要 ・意見交換の時間が短い
・生肉（レバー等）の具体的な危険性について
・大腸菌O１５７等細菌による食中毒事件について

施策への
反映の方向性

食品、食肉の安全性に対する正しい知識の発信に努める。



県政さわやかタウンミーティング

静岡がんセンター肝胆膵外科部長

主催者 部局 がんセンター局 所属 県立静岡がんセンター経営努力室

開催日時 令和7年12月13日 (土)　13時～15時

会場 プラサヴェルデ ()

名称 県政さわやかタウンミーティング 静岡がんセンター公開講座2025

テーマ 知ろう、一緒に。がん医療の今

開催目的 正しいがん情報及び最新のがん治療についての情報発信

参加者
一般

小学生未満
小学生
中学生

高校生
大学生
一般

特別支援学校生

その他（）

315人 男  0人 女  0人

対応者 静岡がんセンター肝胆膵外科部長
静岡がんセンター小線源治療科部長

開 　催 　結 　果 　概 　要

開催方法
(方法・次第等
概要)

会場及びWEB配信によるハイブリッド形式
『静岡がんセンター公開講座2025 知ろう、一緒に。がん医療の今 第６回』
・第１部　難治がん治療の挑戦〜胆道がん～ 
・第２部　がんの放射線治療～現在の到達点～ 
・第３部　一人で悩まずご相談を～よろず相談（がん相談支援センター）の活用法～・質疑応答＆
タウンミーティング 

意見件数 9件（担当事業 9件、担当事業外 0件） 発言者数 9人

意見概要 ・AIを利用した放射線治療の話が出ていたが、具体的にはどのような形でAIを使用していくのか？
・放射線治療を受ける予定であるが、受けた後に疲れとかは出てくるのか？
・陽子線治療は、適応疾患が部位ごとに細かく決まっているが、そのほか部位については効果がな
いということか？
・胆のう炎で2か月に1度、診察に通っている。壊死で小さくなっているが、がん治療後に胆のうが
固くなっていた。そのような影響はあるのか？

施策への
反映の方向性

次回公開講座での情報発信や、今後の広報業務の参考とする。



県政さわやかタウンミーティング

健康福祉部生活衛生局衛生課技監

主催者 部局 健康福祉部 所属 生活衛生局衛生課

開催日時 令和7年12月19日 (金)　10時～11時

会場 袋井市総合健康センター ()

名称 県政さわやかタウンミーティング 

テーマ 食の安全確保に向けた取組に関する意見交換会

開催目的 県の食の安全性確保に向けた取組を説明、情報提供するとともに、食の安全について県民との意見
交換を行い、相互理解を深める。

参加者
袋井市民及び袋井市食生活推進協議会員

小学生未満
小学生
中学生

高校生
大学生
一般

特別支援学校生

その他（）

 16人 男  0人 女 16人

対応者 健康福祉部生活衛生局衛生課技監

開 　催 　結 　果 　概 　要

開催方法
(方法・次第等
概要)

１開会挨拶
２施策説明
（１）静岡県の食の安全確保に向けた取組みについて
　「静岡食の安全推進のためのアクションプラン」
（２）「食育の推進」について
（３）「食品表示の適正化に向けた取組み」について
３質疑・意見交換
４閉会　

意見件数 5件（担当事業 4件、担当事業外 1件） 発言者数 5人

意見概要 ・輸入食品の検査について　・各世代に対応した食育について
・食品に関する正しい情報について　・健康食品の選択について等

施策への
反映の方向性

県庁職員が出向いての施策説明、意見交換を行うことで、食に関する正しい知識の普及に加え、県
民の関心の高い内容を把握することができた。今後の県からの情報提供や県民・事業者に対する講
習会等で、関心の高い分野を取り上げるなど、施策・事業に反映させていくとともに、引き続き、
食に関心を持つ世代、団体等に対し、食に関する正しい知識の普及、意見交換を行っていく。



県政さわやかタウンミーティング

中部健康福祉センター衛生薬務課長

主催者 部局 健康福祉部 所属 中部健康福祉センター衛生薬務課

開催日時 令和8年01月05日 (月)　13時30分～14時30分

会場 川根本町山村開発センター ()

名称 県政さわやかタウンミーティング 食の安全推進に関するタウンミーティング

テーマ 「食の安全」について

開催目的 食の安全確保に関する意見交換会

参加者
川根本町食の安全推進協議会

小学生未満
小学生
中学生

高校生
大学生
一般

特別支援学校生

その他（）

 15人 男  0人 女 15人

対応者 中部健康福祉センター衛生薬務課長

開 　催 　結 　果 　概 　要

開催方法
(方法・次第等
概要)

県施策「しずおか食の安全推進のためのアクションプラン」について、およびノロウイルス食中毒
と手洗いについて説明し、手洗い実習を実施した後、意見交換を実施。

意見件数 3件（担当事業 2件、担当事業外 1件） 発言者数 8人

意見概要 1ジビエを広めていくための方策を提案して欲しい2.食品添加物との付き合い方を知りたい3.もう
少し時間をかけて聞きたい

施策への
反映の方向性

食の安全安心対策、及び食中毒防止のための家庭でできる衛生対策と効果的な手洗い方法につい
て、一般県民への情報発信に努める。



県政さわやかタウンミーティング

静岡がんセンターゲノム医療推進部長

主催者 部局 がんセンター局 所属 県立静岡がんセンター経営努力室

開催日時 令和8年01月17日 (土)　13時～15時

会場 三島市民文化会館　小ホール ()

名称 県政さわやかタウンミーティング 静岡がんセンター公開講座2025

テーマ 知ろう、一緒に。がん医療の今

開催目的 正しいがん情報及び最新のがん治療についての情報発信

参加者
一般

小学生未満
小学生
中学生

高校生
大学生
一般

特別支援学校生

その他（）

307人 男  0人 女  0人

対応者 静岡がんセンターゲノム医療推進部長

開 　催 　結 　果 　概 　要

開催方法
(方法・次第等
概要)

会場及びWEB配信によるハイブリッド形式
『静岡がんセンター公開講座2025 知ろう、一緒に。がん医療の今 第７回』
・第１部　遺伝子を調べてがんを治療する～がんゲノム医療の基礎知識～ 
・第２部　医療田園都市構想～超高齢社会の理想郷を目指して～ 
・第３部　ミニレクチャー＆質疑応答＆タウンミーティング 

意見件数 3件（担当事業 3件、担当事業外 0件） 発言者数 3人

意見概要 ・父方の家系にはがんで亡くなった方が多く、種類が違うが、直腸や乳がん、大腸、すい臓がんな
どにかかっている。自身も直腸がんに罹患した。発症は遺伝と関係があるか？
・がんセンターに県外から通院する患者も多いと聞いている。周辺の交通アクセスの整備は今後さ
らに発展していくのか。
・抗がん剤治療中だが、医師からゲノム医療の話は全く聞かされていなかった。ゲノムの話がでて
くるのは、どのような段階の患者に対して話をしているのか？

施策への
反映の方向性

次回公開講座での情報発信や、今後の広報業務の参考とする。



県政さわやかタウンミーティング

医療政策課長

主催者 部局 健康福祉部 所属 医療局医療政策課

開催日時 令和8年01月28日 (水)　14時～16時

会場 掛川市美感ホール ()

名称 県政さわやかタウンミーティング 静岡県の医療提供体制の概要

テーマ 静岡県の医療提供体制の概要

開催目的 県民との意見交換

参加者
地域医療支援団体

小学生未満
小学生
中学生

高校生
大学生
一般

特別支援学校生

その他（）

 35人 男  0人 女  0人

医療機関関係者

小学生未満
小学生
中学生

高校生
大学生
一般

特別支援学校生

その他（）

  9人 男  0人 女  0人

行政関係者

小学生未満
小学生
中学生

高校生
大学生
一般

特別支援学校生

その他（）

 15人 男  0人 女  0人

対応者 医療政策課長

開 　催 　結 　果 　概 　要

開催方法
(方法・次第等
概要)

 行政説明「静岡県の医療提供体制の概要」、意見交換

意見件数 8件（担当事業 3件、担当事業外 5件） 発言者数 8人

意見概要 １　静岡県の医療政策の概要について ・静岡県の医療政策の全体像と今後の方向性について
２　静岡県の医師偏在状況について
３　医師以外の人材確保の状況について
４　地域医療を担う病院への支援について
５　医療の適正利用と投薬について
６　地域包括ケアの推進について各市町毎の実態と課題
７　地域の在宅医療の提供体制について
８　ACP普及啓発団体の活動について

施策への
反映の方向性

いただいた質問については、関係各課と共有していく。



県政さわやかタウンミーティング

精神保健福祉センター所長

主催者 部局 健康福祉部 所属 精神保健福祉センター

開催日時 令和8年02月28日 (土)　14時30分～16時30分

会場 あざれあ ()

名称 県政さわやかタウンミーティング 令和７年度静岡県精神保健指定医会議

テーマ 精神保健福祉に関する意見交換

開催目的 精神保健福祉に関する施策について、精神保健指定医からの評価、要望、提言を聴き、施策に反映
させるため。

参加者
県内の精神保健指定医等

小学生未満
小学生
中学生

高校生
大学生
一般

特別支援学校生

その他（精神科医）

 40人 男  0人 女  0人

精神保健福祉に関する行政職員

小学生未満
小学生
中学生

高校生
大学生
一般

特別支援学校生

その他（健康福祉センター職員等）

 14人 男  0人 女  0人

県内の精神科病院職員

小学生未満
小学生
中学生

高校生
大学生
一般

特別支援学校生

その他（病院事務）

  1人 男  0人 女  0人

対応者 精神保健福祉センター所長

開 　催 　結 　果 　概 　要

開催方法
(方法・次第等
概要)

静岡県精神保健指定医会議の場を活用し、「本県の措置診察等の状況」と「措置診察の実践につい
て」意見交換を実施した。開催方法は研修会場へ集合し実施した。

意見件数 2件（担当事業 2件、担当事業外 0件） 発言者数 2人

意見概要 措置入院決定報告書の審査について、措置入院に関して

施策への
反映の方向性

本庁担当課と意見を共有し、県内における精神保健福祉・医療体制の構築に向けて参考とする。


